
     

          

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電力小売全面自由化って何でしょう？ 

 

 

 

 

 

 

 

～電力供給のしくみ～ 

発電部門 送配電部門 小売部門 

 

発電所 

 

 

変電所 

 

 
消費者 

●水力、火力などにより電気を作る。 

※すでに、原則参入が自由になって 

いる。 

●安定して電気を届ける。 

※どの小売事業者と契約しても、これまでと

同じ送配電ネットワークを使って電気は届け

られるので、電気の品質や信頼性（停電の可

能性など）は変わりません。 

●電気を使う。 

電力会社を切り替えるには・・・ 

① 切り替え先の電力会社への申し込み 

現在契約中の電力会社への解約手続きは、消費者の同意に基づき、切り替え先の事業者が手続き

を行うことが可能です。 

② スマートメーターへの交換 

スマートメーターが設置されていなければ、スマートメーターへの交換が必要になります。 

※スマートメーターとは、通信機能があり遠隔で検針などが出来る新しい電気メーターのことで、スマートメーターへの交換に

は原則費用はかかりません(工事費はかかる場合があります)。また交換時には、停電(１軒あたり約１５分)を伴う場合があります。 

 
  

第２１号  平成 2８年６月発行 
 

【相談窓口】 

富田林市消費生活センター 
(平成２８年４月から名称が変わりました) 

富田林市役所１階 ７番窓口奥

０７２１－２５－１０００ 

平日 午前 ９時～１２時 

   午後 １時～４時 

 

 

 

 みなさん、こんにちは。 

 本年４月１日から、『電力小売全面自由化』がスタートしました。 

 それに伴い、国民生活センターなどにはさまざまな相談が寄せられてい

ます。そこで、第２１号では相談事例をふまえ、トラブルにあわないため

に、電力小売全面自由化について考えたいと思います。 

今まで消費者は、決められた電力会社からしか電力を買うことができません

でした。 

しかし 2000 年 3 月よりデパートや大規模工場から順に自由化が始まり、

2016 年 4 月には家庭や商店などにも拡大され、全消費者が異なった料金やサ

ービスをもつ小売電気事業者を選べるようになりました。これが電力小売全面

自由化です。 

自由化により、新た

に事業者が参入でき

るようになりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※機器関係、電力の新料金も、訪問販売・電話勧誘販売で申込みをした場合、契約書面を受け取っ

た日から起算して８日以内であればクーリング・オフができます。 

困ったことがあれば、すぐに富田林市消費生活センターに相談しましょう！ 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

【発行・問い合わせ先】 河南町役場 環境・まちづくり推進課（役場２階） 

０７２１－９３－２５００ （内線２８１・２８２） 

 

※河南町の消費生活相談は、「富田林市消費生活センター」が窓口です。  

～河南町消費生活友の会 会員募集！！～ 

河南町消費生活友の会では、悪質商法などの消費者問題に対応するため、

様々な活動を通じ、「かしこい消費者」を目指しています。 

消費生活について興味のある方、ぜひお待ちしています！ 

 

お 知 ら せ 

電力小売全面自由化で、新たな機器を購入する必要はありません。 

こんな相談が報告されています！ 

 証券会社を名乗った電話があり、電力自由化で発電所を建てる事業者がいるので投資を募

集していると言われた。 

 小売電気事業者が来訪し、メーターを取り替えておけば直ぐに契約先の変更ができるから

と言われたので、その申込みだけしようと思った。しかし、担当者が記載を求めてきた書

類は、小売供給契約の申込書だった。 

 知らない電力会社から「電気代を安くできる」と電話があったが、本当か。 

 太陽光発電システムを設置し売電すれば儲かると電話があった。 

 
投資対象についてよく分からない勧誘には、安易に乗らないようにしまし

ょう。 

また、スマートメーターへの取替えだけの申込みというものは通常ありま

せん。申込書に記入する際には、その申込書が何の申込書なのか、よく内

容を確認してから記入しましょう。 

「料金が安くなる」と勧誘された際には、どのような条件で安くなるのか、

契約期間が長期なものではないか、解約時に違約金が発生しないかなど、

よく確認しましょう。 

小売電気事業者は登録制になっています。登録されている事業者か確認

し、また自分の居住地域が当該事業者の供給地域になっているかも確認し

ましょう。 

電力の小売自由化に便乗した太陽光発電システム、電気温水器、蓄電池等

の勧誘が現在も行われています！契約の際には、その必要性についてよく

考えましょう。 


